
防災教育チャレンジプラン

グローバル社会における「防災教育」

下北BOUSAIネットワーク（むつ市内4校合同プロジェクト）

大湊高校・田名部高校・むつ工業高校・むつ養護学校

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これから　下北BOUSAIネットワーク　の中間報告を行います。




大湊高校 田名部高校

むつ工業高校 むつ養護学校

避難所・防災食 避難訓練・防災映像

原子力災害 避難所体験



大湊高校 田名部高校

むつ工業高校 むつ養護学校

避難所・防災食 避難訓練・防災映像

原子力災害 避難所体験

下北BOUSAIネットワーク



避難訓練・浸水想定の垂直避難

原子力災害を想定した避難訓練（原案）

原子力災害を想定した

避難訓練（改良）

県総合学科研究発表

最優秀賞 受賞

防災士育成

自治体へ要望

高校総合文化祭

研究発表

原子力災害訓練講演会・東京電力

文化祭展示・防災すごろく・防災新聞

研修報告 校内・地区PTA研修会

各校の活動

東日本大震災を知る研修

岩手県宮古市・東京電力福島第一原発

合同研修報告会

「防災」研修会

全国防災書道展 （書道）

災害ピクトグラム（美術）
共
同
事
業

「有り・触れた・未来」

映画上映会

協力
団体

むつ市 下北広域消防

支援
団体



１ 災害を学ぶ（現地研修）
２ 事実を伝える（研修報告）
３ 防災を研究する（研究発表大会）
４ 防災をデザインする

（避難・防災訓練の計画と実施）
５ 防災を広める（自治体との連携）
６ 防災を考える（教科との連携）

今年度の取り組み



共同事業

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず初めに、共同事業を説明します。。

【クリック】



防災研修

岩手県・宮古市・田老地区での震災研修

岩手県宮古市

震災遺構 旧たろう観光ホテル

青森県むつ市

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
はじめに、東日本大震災を学ぶため、2か所の被災地で研修を行いました。
ここ、岩手県宮古市田老地区には、震災前「万里の長城」とよばれる、高さ１０ｍ　長さ約２.４Kｍの防潮堤がありました。
しかし、高さ10ｍ　学校3階の高さを、津波は乗り越え、大きな被害をもたらしました。
震災遺構の旧たろう観光ホテルは津波で2階部分までが破壊され、今は震災を伝える建物として残っています。




東京電力・福島第一原発での研修

福島第一原発から数十ｍ地点にて

青森県むつ市

福島県双葉町

防災研修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、8月には東京電力福島第一原子力発電所で研修を行いました。
事故を起こした福島第一原発の数十メートル付近までいきましたが、放射線量はあっというまに高くなり、
においも何も感じない放射線の怖さを感じました。
また、事故後なかなか進まない除染作業をみて、原子力災害の困難さを考えさせられました。




避難所運営ワークショップを開催

防災士と研修会

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修後　防災士の方々と、「避難所運営ワークショップ」を開催し、避難所運営の難しさを学びました。



全国防災書道展（書道） 災害ピクトグラム（美術）





各校の実践 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート














活動例１

避難所レイアウトの作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特徴的な活動を紹介します。避難所レイアウトの作成です。【クリック】



大湊高校 避難所レイアウトプラン作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、私たちができる活動として、「避難所レイアウト」を考えました。【クリック】





突然避難所にになる可能性がある

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さんは避難所がどのように運営されるかを知っていますか？【クリック】
東日本大震災では、多くの学校に避難者が押し寄せ、自然発生的に「避難所」になりました。
つまり、どこの学校でも避難所になる可能性はあります。【クリック】





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
避難所は様々な人が押し寄せてきます。【クリック】





避難所で直面する問題・課題

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、避難所の大きな問題。何だと思いますか？【クリック】
トイレ　【クリック】
そして、ゴミの問題があります。【クリック】





大湊高校 避難所レイアウトプラン作成

防災士と学校敷地内の調査・検討

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
防災士の方と学校敷地内の調査
【クリック】




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、これが「大湊高校・避難所レイアウトプラン」です。【クリック】




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【クリック】　簡単なレイアウト・プランですが、災害時このプランがあるだけでも全く違います。
なぜなら、避難所の運営は誰がやるのかもわからないからです。【クリック】







検 証

むつ市役所防災安全課（むつ消防署職員）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その後、検証は　むつ市役所の方にお願いしました。
レイアウトがあるなしで、その後の避難所運営のスピードが全く違うことから
私たちの取り組みを高く評価していただきました。



活動例２
原子力災害を想定した防災訓練

（計画・実施まで生徒主体で行う）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
特徴的な活動を紹介します。生徒主体の「原子力災害を想定した防災訓練」です。【クリック】



NHK青森 ニュースWeb 令和5年12月12日

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【クリック　映像スタート】
私たちの近くには原子力関連施設があり、原子力施設が事故を起こした時の防災訓練が必要です。　私たちは、生徒が中心となって、原子力災害時の防災訓練を実施しました。
内容は、原子力災害時の避難・原発の仕組みと放射線の影響、震災後の福島の現状などを、全校生徒に伝えました。【クリック】



原子力災害を想定した防災訓練

全国のひな型となる防災プラン

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
原子力災害を想定した防災訓練は、全国的にもほとんど実施されていません。今回大湊高校で作った「防災訓練」は、原子力災害を想定した訓練のひな型になると考えています。今後、様々な機会を通じ発信していきます。【クリック】



伝える
研究発表・自治体との協力



青森県総合学科高等学校研究発表会 最優秀賞
高校総合文化祭国際理解部研究発表 優秀賞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
青森県総合学科高等学校研究発表会　最優秀賞




防災士2名合格・自治体と学校の連携協力のお願い

山本知也むつ市長へ訪問

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、今年度防災士に2名の生徒が合格しました。山本知也むつ市長を訪問し、合格の報告そして、次年度に向けて、防災士の育成、避難ピクトグラムの改善などを要望し、来年度のむつ市の防災の取り組みに反映させていただけることになりました。



次年度の取り組みと課題

•研修や体験で得た知識を行動につなげる
•積極的に社会に参画する人材を育成
•地域住民や小中学生との協同実践
•「防災を日本の文化に」

防災教育の世界発信



ご清聴ありがとうございました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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